
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

庁００１ 項　　目　　名 市庁舎整備事業費

主要な施策 庁舎整備事業費 ページ 25 所　　属　　名

総務部 
庁舎整備局年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庁舎整備局 0857-20-3012 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１０　　　　　（庁００１）
　　　　　　　　　　　６月補正予算（追加）・Ｐ１（庁００１）
　　　　　　　　　　　１２月補正予算・Ｐ４　　　（庁００１） 
 
【事業の概要】 
　新本庁舎の設計業務について、設計者を公募型プロポーザルで選定し着手した。また、市
民サービスと事務効率の向上のためのオフィス環境整備業務に着手するとともに、建設予定
地の土壌汚染の内容やその分布状況について解析する業務を実施した。

【事業の成果】 
≪平成２７年度実績≫
 　土壌汚染調査業務　　　　　９，２４９千円
　オフィス環境整備業務　　　２，４７５千円（契約期間Ｈ２７～Ｈ３１）
　基本設計・実施設計業務　７１，５６７千円（契約期間Ｈ２７～Ｈ２９）
　地質調査業務　　　　　　　　　　　０千円（契約期間Ｈ２７～Ｈ２８）

【今後の課題・方向性】 
　平成３１年の開庁を目指して、市民の安全、安心なくらしを支える拠点となるよう、新本
庁舎の建設を着実に進めていく。

　＊その他財源の繰入金は、公共施設等整備基金繰入金

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 財産管理費

当初予算額 96,091 

補正予算額 △ 12,799 

予算流・充用額 0 

最終予算額 83,292 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 83,291 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 40,800 0 

その他 42,491 42,491 

一般財源 0 諸収入 0 

計 83,291 その他 0 

（参考） 評価
結果

新本庁舎建設に向け、速やかに事業を推進していく。
前年度決算額 4,090 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

庁００２ 項　　目　　名 市庁舎整備推進事業費

主要な施策 庁舎整備事業費 ページ 25 所　　属　　名

総務部 
庁舎整備局年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庁舎整備局 0857-20-3012 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１０　　（庁００２）
　　　　　　　　　　　９月補正予算・Ｐ２　（庁００１） 
　　　　　　　　　　　１２月補正予算・Ｐ４（庁００２）　 
 
【事業の概要】 
　鳥取市がめざす新本庁舎のあり方について、市民から寄せられた意見や市民ワークショッ
プでの話し合い、新庁舎建設委員会の専門的見地からの意見などを踏まえ、平成２７年７月
に「みんなでつくる　とっとり市庁舎の考え方」を新本庁舎建設基本計画として決定した。
この計画に基づき、１１月に設計者選定プロポーザルを公開で 実施し、１２月には基本設
計・実施設計業務の契約を締結、基本設計を開始した。 
　基本設計についても、引き続き新庁舎建設委員会において検討するとともに、市民の意見
を反映するため、平成２８年３月に市民ワークショップを立ち上げた。 
 
【事業の成果】 
・新庁舎建設委員会（委員８名）１１回開催
・基本設計市民ワークショップ（メンバー３０名、アドバイザー１名）１回開催

【今後の課題・方向性】 
　平成３１年の開庁を目指して、市民の安全、安心なくらしを支える拠点となるよう、新本
庁舎の建設を着実に進めていく。

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 財産管理費

当初予算額 3,490 

補正予算額 △ 228 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,262 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,381 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,381 諸収入 0 

計 2,381 その他 0 

（参考） 評価
結果

新本庁舎建設に向け、速やかに事業を推進していく。
前年度決算額 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

庁００１ 項　　目　　名 市庁舎整備事業費

主要な施策 庁舎整備事業費 ページ 25 所　　属　　名

総務部 
庁舎整備局年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庁舎整備局 0857-20-3012 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１０　　　　　（庁００１）
　　　　　　　　　　　６月補正予算（追加）・Ｐ１（庁００１）
　　　　　　　　　　　１２月補正予算・Ｐ４　　　（庁００１） 
 
【事業の概要】 
　新本庁舎の設計業務について、設計者を公募型プロポーザルで選定し着手した。また、市
民サービスと事務効率の向上のためのオフィス環境整備業務に着手するとともに、建設予定
地の土壌汚染の内容やその分布状況について解析する業務を実施した。

【事業の成果】 
≪平成２７年度実績≫
 　土壌汚染調査業務　　　　　９，２４９千円
　オフィス環境整備業務　　　２，４７５千円（契約期間Ｈ２７～Ｈ３１）
　基本設計・実施設計業務　７１，５６７千円（契約期間Ｈ２７～Ｈ２９）
　地質調査業務　　　　　　　　　　　０千円（契約期間Ｈ２７～Ｈ２８）

【今後の課題・方向性】 
　平成３１年の開庁を目指して、市民の安全、安心なくらしを支える拠点となるよう、新本
庁舎の建設を着実に進めていく。

　＊その他財源の繰入金は、公共施設等整備基金繰入金

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 財産管理費

当初予算額 96,091 

補正予算額 △ 12,799 

予算流・充用額 0 

最終予算額 83,292 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 83,291 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 40,800 0 

その他 42,491 42,491 

一般財源 0 諸収入 0 

計 83,291 その他 0 

（参考） 評価
結果

新本庁舎建設に向け、速やかに事業を推進していく。
前年度決算額 4,090 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

庁００２ 項　　目　　名 市庁舎整備推進事業費

主要な施策 庁舎整備事業費 ページ 25 所　　属　　名

総務部 
庁舎整備局年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庁舎整備局 0857-20-3012 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１０　　（庁００２）
　　　　　　　　　　　９月補正予算・Ｐ２　（庁００１） 
　　　　　　　　　　　１２月補正予算・Ｐ４（庁００２）　 
 
【事業の概要】 
　鳥取市がめざす新本庁舎のあり方について、市民から寄せられた意見や市民ワークショッ
プでの話し合い、新庁舎建設委員会の専門的見地からの意見などを踏まえ、平成２７年７月
に「みんなでつくる　とっとり市庁舎の考え方」を新本庁舎建設基本計画として決定した。
この計画に基づき、１１月に設計者選定プロポーザルを公開で 実施し、１２月には基本設
計・実施設計業務の契約を締結、基本設計を開始した。 
　基本設計についても、引き続き新庁舎建設委員会において検討するとともに、市民の意見
を反映するため、平成２８年３月に市民ワークショップを立ち上げた。 
 
【事業の成果】 
・新庁舎建設委員会（委員８名）１１回開催
・基本設計市民ワークショップ（メンバー３０名、アドバイザー１名）１回開催

【今後の課題・方向性】 
　平成３１年の開庁を目指して、市民の安全、安心なくらしを支える拠点となるよう、新本
庁舎の建設を着実に進めていく。

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 財産管理費

当初予算額 3,490 

補正予算額 △ 228 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,262 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,381 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,381 諸収入 0 

計 2,381 その他 0 

（参考） 評価
結果

新本庁舎建設に向け、速やかに事業を推進していく。
前年度決算額 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

総０１９ 項　　目　　名 事務費

主要な施策 契約事務費 ページ 24 所　　属　　名

総務部 
検査契約課年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】契約業務係 0857-20-3147 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ９（総０１７） 
 
【事業の概要】 
　１．各課の発注案件について、入札執行、契約締結、検収、支払を実施・管理した。 
　２．事務機器等の一括発注、単価契約物品の発注・支払 
　３．物品役務業者の審査、登録 
　　　※入札参加資格審査申請は２年に１度（２７年度は定期受付を行った。） 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　　　　　　 工事・委託　 物品・役務　　　単価契約 
　平成２５年度　１，９４２千円　　５９５件　　 ５１５件　　２０，９５２個 
　平成２６年度　２，２２４千円　　５７６件　　 ４９０件　　２０，０６０個 
　平成２７年度　２，４９３千円　　５２２件　　 ４７６件　　１９，７７９個 
 
【今後の課題・方向性】 
　入札・契約業務の一元化により、透明性・公平性・競争性を確保するとともに、効率的 
で専門性の高い業務の執行を図るため、現行どおり継続して実施する。　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 一般管理費

当初予算額 2,553 

補正予算額 1 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,554 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,493 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,493 諸収入 0 

計 2,493 その他 0 

（参考） 評価
結果

入札・契約業務の一元化により、透明性・公平性・競争性を確保するとともに、効率的で専門性の高い業務の執行を図るため、現行
どおり継続して実施する。前年度決算額 2,224 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

総０２０ 項　　目　　名 鳥取市建設優良工事表彰経費

主要な施策 鳥取市建設優良工事表彰費 ページ 40 所　　属　　名

総務部 
検査契約課年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】契約制度係 0857-20-3148 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ９（総０１８） 
 
【事業の概要】 
　鳥取市発注建設工事のうち、優良な施工をした建設業者を表彰することで建設業者の施 
工意欲及び施工能力の向上を図り、工事品質を確保していく。 
　また、指名審査及び次回（平成２９年度）の格付に反映させる。 
 
【事業の成果】 
　１．対象　鳥取市が発注した建設工事で、表彰実施年度の前年度に完成した工事 
　２．選考　副市長、総務部長、都市整備部長、農林水産部長、環境下水道部長及び外部
　　　　　委員２名で組織する「優良建設工事審査委員会」で決定した。 
　３．表彰時期　１０月 
　４．実績 
　　　平成２５年度　５１千円　１４工事（１７業者） 
　　　平成２６年度　５４千円　１１工事（１７業者） 
　　　平成２７年度　３４千円　　６工事（　７業者） 
 
【今後の課題・方向性】 
　優良工事表彰を行うことで、建設業者の施工意欲及び施工能力の向上を図り、公共工事 
の品質確保に有効であるので、現行どおり継続して実施する。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 土木費

項 土木管理費

目 土木総務費

当初予算額 56 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 56 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 34 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 34 諸収入 0 

計 34 その他 0 

（参考） 評価
結果

優良工事表彰を行うことで、建設業者の施工意欲及び施工能力の向上を図り、公共工事の品質確保に有効であるので、現行どおり継
続して実施する。前年度決算額 54 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

総０１９ 項　　目　　名 事務費

主要な施策 契約事務費 ページ 24 所　　属　　名

総務部 
検査契約課年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】契約業務係 0857-20-3147 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ９（総０１７） 
 
【事業の概要】 
　１．各課の発注案件について、入札執行、契約締結、検収、支払を実施・管理した。 
　２．事務機器等の一括発注、単価契約物品の発注・支払 
　３．物品役務業者の審査、登録 
　　　※入札参加資格審査申請は２年に１度（２７年度は定期受付を行った。） 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　　　　　　 工事・委託　 物品・役務　　　単価契約 
　平成２５年度　１，９４２千円　　５９５件　　 ５１５件　　２０，９５２個 
　平成２６年度　２，２２４千円　　５７６件　　 ４９０件　　２０，０６０個 
　平成２７年度　２，４９３千円　　５２２件　　 ４７６件　　１９，７７９個 
 
【今後の課題・方向性】 
　入札・契約業務の一元化により、透明性・公平性・競争性を確保するとともに、効率的 
で専門性の高い業務の執行を図るため、現行どおり継続して実施する。　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 一般管理費

当初予算額 2,553 

補正予算額 1 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,554 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,493 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,493 諸収入 0 

計 2,493 その他 0 

（参考） 評価
結果

入札・契約業務の一元化により、透明性・公平性・競争性を確保するとともに、効率的で専門性の高い業務の執行を図るため、現行
どおり継続して実施する。前年度決算額 2,224 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

総０２０ 項　　目　　名 鳥取市建設優良工事表彰経費

主要な施策 鳥取市建設優良工事表彰費 ページ 40 所　　属　　名

総務部 
検査契約課年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】契約制度係 0857-20-3148 
 
【９次総の施策体系】4201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ９（総０１８） 
 
【事業の概要】 
　鳥取市発注建設工事のうち、優良な施工をした建設業者を表彰することで建設業者の施 
工意欲及び施工能力の向上を図り、工事品質を確保していく。 
　また、指名審査及び次回（平成２９年度）の格付に反映させる。 
 
【事業の成果】 
　１．対象　鳥取市が発注した建設工事で、表彰実施年度の前年度に完成した工事 
　２．選考　副市長、総務部長、都市整備部長、農林水産部長、環境下水道部長及び外部
　　　　　委員２名で組織する「優良建設工事審査委員会」で決定した。 
　３．表彰時期　１０月 
　４．実績 
　　　平成２５年度　５１千円　１４工事（１７業者） 
　　　平成２６年度　５４千円　１１工事（１７業者） 
　　　平成２７年度　３４千円　　６工事（　７業者） 
 
【今後の課題・方向性】 
　優良工事表彰を行うことで、建設業者の施工意欲及び施工能力の向上を図り、公共工事 
の品質確保に有効であるので、現行どおり継続して実施する。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 土木費

項 土木管理費

目 土木総務費

当初予算額 56 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 56 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 34 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 34 諸収入 0 

計 34 その他 0 

（参考） 評価
結果

優良工事表彰を行うことで、建設業者の施工意欲及び施工能力の向上を図り、公共工事の品質確保に有効であるので、現行どおり継
続して実施する。前年度決算額 54 

- 10 -
－ 11 －


